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緒 　 言

ハリセンボン  Linnaeus, 1758

は，ハリセンボン科Diodontidae に属し，全世界の

熱帯から温帯域のサンゴ礁や岩礁域の浅海に生息

し，そして日本近海では津軽海峡以南の本州太平洋

岸や日本海沿岸に分布する．体長は30 cmに達する．

また，体表には鱗が変化した可動性の棘を有するが，

尾柄部背面にはない（藍沢， 2013）．熱帯・亜熱帯

性魚類の本種は，黒潮に乗って日本近海を北上し，

水温が低下する 冬季には海岸に漂着するが， これ

らの個体は低水温により繁殖できずに死んでしまい

死滅回遊することでも知られている（西村，1960）．

また，西村（1960）は，本種の産卵場はフィリピン

海盆のルソン島付近の沿岸域と推察している．

台湾近海や八重山諸島で孵化したと思われるハリ
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Abstract

This paper deals with the appearance records of porcupine fish ( ) eaten by 12 lancet 

fish ( ) out of 17 stranded on Miho beach in Suruga Bay from early Dec. 2001 to middle of 

April 2002. The stomach contents of the 17 lancet fish were also examined.

The body length of the 57 immature porcupine fish obtained from the stomachs  of  the lancet fish 

ranged from 60.0 to 116.0 mm, averaging 92.1 mm.

The cases of the mass porcupine fish caught in the set nets on the fishing grounds at the coastal regions 

of the Pacific Ocean side of Honshu from 2001 to 2002 were also described. 

In this period, the current axis of Kuroshio off Shizuoka Prefecture was greatly affected by the location 

of the current which appeared closer to Honshu than in the previous year. This condition of the sea is 

supposed to have tansported porcupine fish to the Pacific Ocean side of Honshu.

1） 本報告の一部は， 2002 年 10 月に行われた 2002 年度日本魚類学会年会（信州大学松本キャンパス）でポス
ター発表した．
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3） 〒 424－0009　静岡県静岡市清水区柏尾 850－33
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三保海岸に打ち上げのミズウオが捕食したハリセンボン

センボンの未成魚（本報では以下単にハリセンボ

ンと表示する）が，1999 年頃から沖縄や奄美諸島

で最初に見られ，その後成長しながら黒潮の流れに

乗って西から東へ範囲を拡大し，日本の太平洋側沿

岸部で漁業被害を与える大量（異常）発生の来遊が

大きな問題となった（稲井ほか，2003）．このよう

な状況にあって，静岡県では 2002 年 1 月上旬に熱

海市網代魚市場の調査により本種の来遊が初めて確

認され，その後 3月中旬まで伊豆半島東岸域の定置

網に次々と入網したことが報告されている（長谷川， 

2002）．

一方，本種を捕食しているミズウオ 

 Lowe, 1833 は，ミズウオ科Alepisauridae に

属し，外洋性の深海魚として両極地方を除く世界中

の海に広く分布し，成長すると体長 2ｍを超える大

きさになる（Gibbs，1960 ; Gibbs and Wilimovsky，

1966 ）．

本種は，餌に対する特別な選択性は無く，雑食性

で大食漢の深海魚として知られている．特に，駿河

湾三保海岸では本種の体長 60 ～ 130 cm の未成魚

の個体が毎年冬春季に生きたまま打ち上げられる現

象が知られている（Kubota and Uyeno，1970；久

保田，1985；久保田ほか，2007）．

著者の一人（久保田）は，長年に亘り三保海岸に

打ち上げられるミズウオの胃内容物の調査を行っ

ているが，県内のどの漁場からの情報よりも早い

2001 年 12 月に初めて本種の胃袋にハリセンボンが

捕食されているのを確認した．このミズウオによる

捕食は翌年の 2002 年 4 月まで継続した．

ハリセンボンが 1949 年から 7 ～ 8 年間続いた日

本近海へ大量来遊の 2回目に当たっていることもあ

り，本報告は，外洋性のミズウオと熱帯・亜熱帯性

のハリセンボンの両魚種の生態学的な知見とともに

ハリセンボンの日本近海のほか静岡県の海への来遊

の状況を把握することを目的としたものである．

さらにこの期間中の県内外からの本種の出現状況

の資料を収集して全体を把握し，この時期の静岡県

沖の漁海況についても検討を加えた．

材料と方法

2001 年 12 月 3 日から 2002 年 4 月 19 日までの冬

季を中心とした期間中，週に 3～ 4日を原則として

三保海岸の 3～ 4 kmの波打ち際を歩き打ち上げ生

物を採集した（Fig．1）．

本研究では，海岸に打ち上げられたミズウオ 17

個体を を用いた．Fig．2A は，3月 29 日に採集さ

れた体長 1020 mm の個体である．その 17 個体の

体長を測定した後，胃内容物を取り出し，ハリセン

ボン以外の魚類やその他の生物群についても種レベ

ルまで同定し，個体の計数を行なった．なお，頭足

類は外套長（ml）そして魚類は全長（tl）または体

長（bl）の測定を行った（但しハリセンボンの 10

個体は未測定）．

さらに餌生物以外の海中に浮遊していたと思われ

るプラスチック片や海草，植物の葉，木片，竹片など

のゴミなどについても 7項目に分けて計数を行った．

結果および考察

・ミズウオが捕食した生物群と種数

胃内容物は，大別して軟体動物，節足動物，原索

動物，脊椎動物，その他の5群に分けられた（Table 1）．

軟体動物は 12 種が確認され，そのうち異足類が

Fig. 1 Topographyical map of Suruga Bay, Japan. 
Enlarged map （lower right） of Miho Key shows 
the location of Miho beach （dotted area） where 
17 lancet fish, Alepisaurus ferox , are stranded 
from Dec. 2001 to April 2002．




